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6.8 水象 

6.8.1 調査 

(1) 調査内容 

事業計画地周辺における水域や水象を把握するために資料調査及び現地調査を実施した。 

資料調査及び現地調査の内容は表 6.8.1 及び表 6.8.2 に、水象の現地調査地点は図 6.8.1 に

それぞれ示すとおりである。 

表 6.8.1 資料調査の内容（水象） 

調査項目 調査方法 
調査地点 

及び範囲 
調査対象期間 

水域とその状況 

・恒流の状況、潮位等 

既存資料調査 

・「大阪湾環境データベース」 

事業計画地周辺 

（大阪湾） 

最新年度 

（令和7年度） 

表 6.8.2 現地調査の内容（水象） 

調査項目 調査方法 調査地点及び範囲 調査時期及び頻度 調査期間 

水
象 

流向・ 

流速 

「水文観測」(独立行

政法人 土木研究所

編)､「海洋観測指針」

(気象庁編)等に準拠

した方法 

事業計画地内１地点及び

その近傍の海域３地点 

上層：海面下１ｍ 

下層：海底面上２ｍ 

１時間値×24時間×15日 
×２季（夏季、冬季） 

冬季:令和７年１

月16日～30日 

夏季:令和７年７
月24日～８月７日 

 

注）方法書における No.a の地点は航路上であったため、位置を南東側に移動し、木津川河口付近の水象を把
握した。同様に No.c の地点は水深が浅く 2 層観測可能かつ船舶航行を阻害しない場所とするため位置を
やや西側に、No.d の地点は船舶航行を阻害するため水路中央を避けた場所とするため位置をやや北側に
移動した。 

図 6.8.1 水象の現地調査地点  
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(2) 調査結果 

1) 資料調査 

大阪湾の水域（海域区分）を図 6.8.2 に示す。以下、「大阪湾環境データベース」（令和 7 年

12 月閲覧）より引用。 

大阪湾は、瀬戸内海の東端に位置する、周囲を陸に囲まれた閉鎖性海域である。その範囲は、

「瀬戸内海環境保全臨時措置法第 13 条第 1 項の埋立についての規定の運用に関する基本方針に

ついて」によると、西は兵庫県淡路島松帆崎－兵庫県唐崎鼻、南は和歌山県和歌山市城ケ崎－同

市沖の島南端－兵庫県淡路島生石鼻により囲まれた海域とされている。大阪湾は、面積約

1,450km2、北東から南西方向に約 60km の長軸を持つ楕円形の陥没湾であり、六甲山地、生駒山

地、金剛山地、和泉山地(脈)などの標高 500～1,000ｍ程度の山地や、丘陵、台地、大阪平野など

の低地と淡路島などによって囲まれている（図 6.8.3 参照）。海底の地形は、東側には水深 20

ｍより浅い平坦な海底面が拡がり、西側に向かうにつれて深くなり、海峡部では複雑な地形を呈

している（図 6.8.4 参照）。 

大阪湾は、漁業活動の場や交流の要所として、古来から利用され、沿岸地域には人口・経済・

産業・文化が高度に集積している。大阪湾における本格的な開発は昭和 30 年代から始まり、港

湾や工業用地の整備を目的とする土地造成が盛んに行われてきた。近年は、既成の市街地に不足

している大規模な緑地や海洋性レクリエーション施設、人工海浜などの整備も行われるようにな

った。 

湾内には恒流が存在しており、湾西部には沖ノ瀬(淡路島の北東沖の砂の丘)を中心とする強い

時計回りの循環流(沖ノ瀬環流)が、湾奥部には時計回りの環流(西宮沖環流)があるといわれてい

る。沖ノ瀬環流は潮汐残差流であり、上層～下層までほぼ一様に回転しており、一方、西宮沖環

流は上層に限ってみられ、その形成には海水の密度分布が関係していると考えられている（図 

6.8.5 参照）。 

大阪湾奥部の平均水面は、東京湾平均海面上 0.2～1.0m 程度であり、朔望平均満潮面と朔望平

均干潮面の差は 1.5～1.8ｍとなっている（図 6.8.6 参照）。 
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（注）湾・灘の区分は「瀬戸内海環境保全臨時措置法第 13 条第 1 項の埋立についての規定の運用に関する基
本方針について」に準ずる。 

出典：大阪湾環境データベース（令和７年 12 月閲覧） 

図 6.8.2 大阪湾の海域区分 

 

 
出典：大阪湾環境データベース（令和７年 12 月閲覧） 

図 6.8.3 大阪湾周辺の地形区分 
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出典：大阪湾環境データベース（令和７年 12 月閲覧） 

図 6.8.4 大阪湾の水深 

 

 

出典：大阪湾環境データベース（令和７年 12 月閲覧） 

図 6.8.5 大阪湾の恒流  
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出典：大阪湾環境データベース（令和７年 12 月閲覧） 

図 6.8.6 大阪湾の潮位 
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2) 現地調査 

a) 流向・流速出現頻度 

冬季の流向・流速の出現頻度を図 6.8.7（1）～（8）、夏季の流向・流速の出現頻度を図 6.8.8

（1）～（8）に示す。 

冬季と夏季の No.a の上層の流向は WNW、流速は 0～5cm/s の区分が多かった。下層の流向は ESE

～SE、流速は 0～5cm/s の区分が多かった。上層と比較し下層の流速は小さかった。 

冬季と夏季の No.b の上層の流向は SSW～WSW、流速は 0～5cm/s の区分が多かった。下層の流

向は S～SSW、流速は 0～5cm/s の区分が多かった。上層と比較し下層の流速は、冬季は小さく、

夏季では差はみられなかった。 

冬季と夏季の No.c の上層の流向は N～NNE、流速は 0～5cm/s の区分が多かった。下層の流向

は冬季で N～NNE、流速は 0～5cm/s の区分が多かった。夏季も N～NNE の平均流速は大きかった

が、最頻出の流向は SW であった。上層と比較し下層の流速は、冬季は小さく、夏季では差はみ

られなかった。 

冬季と夏季の No.d の上層の流向は WNW、流速は冬季において 5～10cm/s の区分が多く、夏季

において 0～5cm/s の区分が多かった。下層の流向も WNW が多く、流速は 0～5cm/s 次いで 5～

10cm/s の区分が多かった。上層と比較し下層の流速は小さかった。 
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図 6.8.7（1） 流向・流速出現頻度（No.a 上層（冬季）） 

 

図 6.8.7（2） 流向・流速出現頻度（No.a 下層（冬季））  
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図 6.8.7（3） 流向・流速出現頻度（No.b 上層（冬季）） 

 

図 6.8.7（4） 流向・流速出現頻度（No.b 下層（冬季））  
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図 6.8.7（5） 流向・流速出現頻度（No.c 上層（冬季）） 

 

図 6.8.7（6） 流向・流速出現頻度（No.c 下層（冬季））  
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図 6.8.7（7） 流向・流速出現頻度（No.d 上層（冬季）） 

 

図 6.8.7（8） 流向・流速出現頻度（No.d 下層（冬季））  
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図 6.8.8（1） 流向・流速出現頻度（No.a 上層（夏季）） 

 

図 6.8.8（2） 流向・流速出現頻度（No.a 下層（夏季））  
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図 6.8.8（3） 流向・流速出現頻度（No.b 上層（夏季）） 

 

図 6.8.8（4） 流向・流速出現頻度（No.b 下層（夏季））  
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図 6.8.8（5） 流向・流速出現頻度（No.c 上層（夏季）） 

 

図 6.8.8（6） 流向・流速出現頻度（No.c 下層（夏季））  
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図 6.8.8（7） 流向・流速出現頻度（No.d 上層（夏季）） 

 

図 6.8.8（8） 流向・流速出現頻度（No.d 下層（夏季）） 
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b) 潮流の状況 

主要 4 分潮（M2 分潮：主太陰半日周期、S2 分潮：主太陽半日周期、K1分潮：日月合成日周期、

O1 分潮：主太陰日周期）を含む 10 潮を調和分解により求めた。潮流調和分解における基準港は

「大阪」（M2潮遅角：214.7°）とし、データ整理における真方位への偏角は地理院地図（電子国

土 Web）の-7.7°とした。各地点の調和分解結果は冬季を表 6.8.3（1）～（8）、夏季を 

表 6.8.4（1）～（8）、観測期間中の平均流（恒流）は表 6.8.5（1）～（2）に、主要 4分潮

（M2，S2，K1，O1）の流速は表 6.8.6（1）～（2）に示すとおりである。 

＜冬季＞ 

No.a の上層の平均流は流速 1.5cm/s、流向 296°であった。下層の平均流は流速 0.5cm/s、流

向 124°であった。平均流の流向は上層で港外側、下層で港内側を示した。主要 4分潮は、上層

及び下層で M2分潮が比較的大きく、上層で 3.6cm/s、下層で 1.4cm/s を示した。 

No.b の上層の平均流は流速 2.2cm/s、流向 217°であった。下層の平均流は流速 1.4cm/s、流

向 203°であった。平均流の流向は、上層及び下層で港内側を示した。主要 4 分潮は、上層及び

下層で M2分潮が比較的大きく、上層で 0.7cm/s、下層で 1.4cm/s を示した。 

No.c の上層の平均流は流速 3.2cm/s、流向 12°であった。下層の平均流は流速 2.1cm/s、流向

13°であった。平均流の流向は、上層及び下層で港外側を示した。主要 4分潮は、上層及び下層

で M2分潮が比較的大きく、上層で 3.1cm/s、下層で 3.2cm/s を示した。 

No.d 上層の平均流は流速 4.5cm/s、流向 270°であった。下層の平均流は流速 3.8cm/s、流向

278°であった。平均流の流向は、上層及び下層で港外側を示した。主要 4 分潮は、上層及び下

層で M2 分潮が比較的大きく、上層で 10.6cm/s、下層で 11.4cm/s を示した。No.d の平均流及び

主要 4分潮の流速は、他の地点と比較し大きい傾向にあった。 

＜夏季＞ 

No.a の上層の平均流は流速 2.2cm/s、流向 290°であった。下層の平均流は流速 0.6cm/s、流

向 101°であった。平均流の流向は上層で港外側、下層で港内側を示した。主要 4分潮は、上層

で M2分潮が比較的大きく 3.1cm/s、下層で K1分潮が比較的大きく 2.8cm/s を示した。 

No.b の上層の平均流は流速 1.2cm/s、流向 224°であった。下層の平均流は流速 1.2cm/s、流

向 192°であった。平均流の流向は、上層及び下層で港内側を示した。主要 4分潮は、上層で K1

分潮が比較的大きく 1.1cm/s、下層で O1分潮が比較的大きく 1.2cm/s を示した。 

No.c の上層の平均流は流速 1.3cm/s、流向 1°であった。下層の平均流は流速 1.0cm/s、流向

313°であった。平均流の流向は、上層及び下層で港外側を示した。主要 4 分潮は、上層及び下

層で M2分潮が比較的大きく、上層で 2.8cm/s、下層で 1.9cm/s を示した。 

No.d 上層の平均流は流速 3.5cm/s、流向 271°であった。下層の平均流は流速 1.3cm/s、流向

269°であった。平均流の流向は、上層及び下層で港外側を示した。主要 4 分潮は、上層及び下

層で M2分潮が比較的大きく、上層で 8.7cm/s、下層で 7.1cm/s を示した。No.d の平均流及び主要

4 分潮の流速は、他の地点と比較し大きい傾向にあった。  
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表 6.8.3（1） 潮流調和分解結果（No.a 上層（冬季）） 

 

表 6.8.3（2） 潮流調和分解結果（No.a 下層（冬季）） 

 

表 6.8.3（3） 潮流調和分解結果（No.b 上層（冬季）） 

 

流速 遅角 流速 遅角 方向 流速 遅角 方向 流速 遅角 流速 遅角
(cm/s) (°) (cm/s) (°) (°) (cm/s) (°) (°) (cm/s) (°) (cm/s) (°)

M2 0.9 42 3.6 209 283 3.7 30 13 0.2 120 3.6 211

S2 0.6 57 1.4 229 292 1.5 50 22 0.1 140 1.5 230

K2 0.2 57 0.4 229 292 0.4 50 22 0.0 140 0.4 230

N2 1.0 67 2.2 225 294 2.4 49 24 0.3 139 2.4 229

K1 1.7 298 2.4 119 305 3.0 299 35 0.0 209 2.9 119

O1 1.6 275 2.9 101 299 3.3 280 29 0.1 190 3.3 100

P1 0.6 298 0.8 119 305 1.0 299 35 0.0 209 1.0 119

Q1 1.1 276 1.6 101 304 1.9 279 34 0.1 189 1.9 100

M4 0.3 300 0.3 329 38 0.4 311 128 0.1 41 0.1 0

MS4 0.2 97 0.8 355 273 0.7 175 3 0.2 85 0.7 349

平均流
(恒流)

0.7 (cm/s) -1.4 (cm/s) 1.5 (cm/s) 296 (°) -1.5 (cm/s)

分潮
北方成分 東方成分

楕円要素 主流向
長軸 短軸 115゜

流速 遅角 流速 遅角 方向 流速 遅角 方向 流速 遅角 流速 遅角
(cm/s) (°) (cm/s) (°) (°) (cm/s) (°) (°) (cm/s) (°) (cm/s) (°)

M2 0.7 287 1.3 102 298 1.4 283 28 0.1 13 1.4 103

S2 0.2 272 0.6 108 287 0.6 287 17 0.0 197 0.6 106

K2 0.1 272 0.2 108 287 0.2 287 17 0.0 197 0.2 106

N2 0.3 214 0.5 48 298 0.6 225 28 0.1 135 0.6 45

K1 0.4 294 0.9 131 292 1.0 309 22 0.1 219 1.0 129

O1 0.2 208 0.6 58 290 0.6 234 20 0.1 144 0.6 54

P1 0.1 294 0.3 131 292 0.3 309 22 0.0 219 0.3 129

Q1 0.1 207 0.1 66 297 0.2 237 27 0.0 147 0.2 59

M4 0.1 37 0.1 254 310 0.1 59 40 0.0 329 0.1 245

MS4 0.0 119 0.2 150 79 0.2 149 169 0.0 239 0.1 153

平均流
(恒流)

-0.3 (cm/s) 0.4 (cm/s) 0.5 (cm/s) 124 (°) 0.5 (cm/s)

分潮
北方成分 東方成分

楕円要素 主流向
長軸 短軸 112゜

流速 遅角 流速 遅角 方向 流速 遅角 方向 流速 遅角 流速 遅角
(cm/s) (°) (cm/s) (°) (°) (cm/s) (°) (°) (cm/s) (°) (cm/s) (°)

M2 0.7 261 0.4 47 328 0.8 251 58 0.2 341 0.7 61

S2 0.5 259 0.2 110 341 0.5 263 71 0.1 173 0.4 93

K2 0.1 259 0.1 110 341 0.1 263 71 0.0 173 0.1 93

N2 0.2 220 0.4 66 296 0.5 241 26 0.1 151 0.5 61

K1 0.5 235 0.1 273 10 0.5 237 100 0.1 327 0.1 29

O1 0.3 231 0.2 7 340 0.4 225 70 0.1 315 0.3 29

P1 0.2 235 0.0 273 10 0.2 237 100 0.0 327 0.0 29

Q1 0.3 318 0.2 297 31 0.3 312 121 0.1 222 0.1 256

M4 0.2 96 0.3 231 311 0.3 71 41 0.1 161 0.3 244

MS4 0.3 107 0.2 208 350 0.3 101 80 0.2 191 0.2 241

平均流
(恒流)

-1.7 (cm/s) -1.3 (cm/s) 2.2 (cm/s) 217 (°) -0.4 (cm/s)

分潮
北方成分 東方成分

楕円要素 主流向
長軸 短軸 115゜
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表 6.8.3（4） 潮流調和分解結果（No.b 下層（冬季）） 

 

表 6.8.3（5） 潮流調和分解結果（No.c 上層（冬季）） 

 

表 6.8.3（6） 潮流調和分解結果（No.c 下層（冬季）） 

 

流速 遅角 流速 遅角 方向 流速 遅角 方向 流速 遅角 流速 遅角
(cm/s) (°) (cm/s) (°) (°) (cm/s) (°) (°) (cm/s) (°) (cm/s) (°)

M2 1.5 248 0.3 278 9 1.5 248 99 0.1 338 1.4 251

S2 0.5 261 0.1 177 2 0.5 260 92 0.1 170 0.5 251

K2 0.2 261 0.0 177 2 0.1 260 92 0.0 170 0.1 251

N2 0.9 222 0.1 289 3 0.9 222 93 0.1 312 0.8 226

K1 0.4 266 0.1 114 353 0.4 266 83 0.0 176 0.3 262

O1 0.5 204 0.1 220 13 0.5 204 103 0.0 294 0.4 206

P1 0.1 266 0.0 114 353 0.1 266 83 0.0 176 0.1 262

Q1 0.3 44 0.2 292 342 0.3 54 72 0.1 324 0.2 19

M4 0.1 219 0.3 215 65 0.3 215 155 0.0 125 0.3 216

MS4 0.2 274 0.3 245 57 0.3 254 147 0.1 164 0.3 259

平均流
(恒流)

-1.3 (cm/s) -0.5 (cm/s) 1.4 (cm/s) 203 (°) -1.4 (cm/s)

分潮
北方成分 東方成分

楕円要素 主流向
長軸 短軸 35゜

流速 遅角 流速 遅角 方向 流速 遅角 方向 流速 遅角 流速 遅角
(cm/s) (°) (cm/s) (°) (°) (cm/s) (°) (°) (cm/s) (°) (cm/s) (°)

M2 3.0 346 0.5 4 9 3.1 346 99 0.2 76 3.1 346

S2 1.6 2 0.2 43 6 1.6 3 96 0.1 93 1.6 3

K2 0.4 2 0.1 43 6 0.4 3 96 0.0 93 0.4 3

N2 1.2 269 0.8 18 342 1.2 258 72 0.7 348 1.1 273

K1 1.5 5 0.2 294 2 1.5 4 92 0.2 274 1.5 4

O1 1.0 299 0.3 5 6 1.0 300 96 0.2 30 1.0 300

P1 0.5 5 0.1 294 2 0.5 4 92 0.1 274 0.5 4

Q1 0.6 264 0.3 41 336 0.7 257 66 0.2 347 0.6 267

M4 0.2 261 0.1 293 30 0.2 269 120 0.0 359 0.2 263

MS4 0.3 43 0.4 204 308 0.5 31 38 0.1 121 0.3 46

平均流
(恒流)

3.2 (cm/s) 0.7 (cm/s) 3.2 (cm/s) 12 (°) 3.2 (cm/s)

分潮
北方成分 東方成分

楕円要素 主流向
長軸 短軸 6゜

流速 遅角 流速 遅角 方向 流速 遅角 方向 流速 遅角 流速 遅角
(cm/s) (°) (cm/s) (°) (°) (cm/s) (°) (°) (cm/s) (°) (cm/s) (°)

M2 3.2 333 0.3 131 354 3.2 332 84 0.1 62 3.2 152

S2 1.4 3 0.2 127 356 1.4 2 86 0.1 92 1.4 182

K2 0.4 3 0.0 127 356 0.4 2 86 0.0 92 0.4 182

N2 1.4 279 0.2 55 355 1.4 279 85 0.1 9 1.4 98

K1 1.1 9 0.4 255 350 1.1 13 80 0.4 283 1.1 192

O1 1.2 275 0.5 130 341 1.3 279 71 0.3 189 1.2 97

P1 0.4 9 0.1 255 350 0.4 13 80 0.1 283 0.4 192

Q1 0.6 285 0.3 119 330 0.6 289 60 0.1 199 0.6 106

M4 0.3 156 0.2 177 24 0.4 160 114 0.1 250 0.3 335

MS4 0.4 221 0.2 217 26 0.4 220 116 0.0 130 0.3 41

平均流
(恒流)

2.0 (cm/s) 0.5 (cm/s) 2.1 (cm/s) 13 (°) -1.9 (cm/s)

分潮
北方成分 東方成分

楕円要素 主流向
長軸 短軸 171゜
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表 6.8.3（7） 潮流調和分解結果（No.d 上層（冬季）） 

 

 

表 6.8.3（8） 潮流調和分解結果（No.d 下層（冬季）） 

 

 

 

  

流速 遅角 流速 遅角 方向 流速 遅角 方向 流速 遅角 流速 遅角
(cm/s) (°) (cm/s) (°) (°) (cm/s) (°) (°) (cm/s) (°) (cm/s) (°)

M2 3.7 306 10.0 131 290 10.6 310 20 0.3 220 10.6 130

S2 1.7 340 4.9 144 288 5.2 326 18 0.5 56 5.2 146

K2 0.5 340 1.3 144 288 1.4 326 18 0.1 56 1.4 146

N2 1.6 257 3.4 74 295 3.8 254 25 0.1 344 3.7 74

K1 1.7 333 4.8 137 289 5.1 319 19 0.4 49 5.1 139

O1 0.9 293 3.5 106 285 3.6 286 15 0.1 16 3.6 106

P1 0.6 333 1.6 137 289 1.7 319 19 0.1 49 1.7 139

Q1 0.4 341 1.5 122 283 1.5 305 13 0.3 35 1.5 126

M4 0.1 334 0.8 335 81 0.8 335 171 0.0 65 0.7 336

MS4 0.1 39 0.5 131 271 0.5 311 1 0.1 41 0.5 135

平均流
(恒流)

0.0 (cm/s) -4.5 (cm/s) 4.5 (cm/s) 270 (°) -4.2 (cm/s)

分潮
北方成分 東方成分

楕円要素 主流向
長軸 短軸 108゜

流速 遅角 流速 遅角 方向 流速 遅角 方向 流速 遅角 流速 遅角
(cm/s) (°) (cm/s) (°) (°) (cm/s) (°) (°) (cm/s) (°) (cm/s) (°)

M2 4.7 312 10.4 136 294 11.4 315 24 0.3 225 11.4 135

S2 1.6 340 4.2 153 291 4.4 334 21 0.2 64 4.4 154

K2 0.4 340 1.1 153 291 1.2 334 21 0.1 64 1.2 154

N2 1.8 271 3.7 101 295 4.1 279 25 0.3 189 4.1 99

K1 1.9 320 4.2 136 294 4.6 317 24 0.1 47 4.6 136

O1 0.9 293 2.9 105 288 3.0 286 18 0.1 16 3.0 106

P1 0.6 320 1.4 136 294 1.5 317 24 0.0 47 1.5 136

Q1 0.6 9 1.0 127 290 1.0 317 20 0.5 47 1.0 138

M4 0.1 175 0.8 29 278 0.8 208 8 0.1 118 0.8 27

MS4 0.3 9 0.8 131 285 0.8 317 15 0.3 47 0.8 140

平均流
(恒流)

0.6 (cm/s) -3.7 (cm/s) 3.8 (cm/s) 278 (°) -3.7 (cm/s)

分潮
北方成分 東方成分

楕円要素 主流向
長軸 短軸 112゜
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表 6.8.4（1） 潮流調和分解結果（No.a 上層（夏季）） 

 

表 6.8.4（2） 潮流調和分解結果（No.a 下層（夏季）） 

 

表 6.8.4（3） 潮流調和分解結果（No.b 上層（夏季）） 

 

流速 遅角 流速 遅角 方向 流速 遅角 方向 流速 遅角 流速 遅角
(cm/s) (°) (cm/s) (°) (°) (cm/s) (°) (°) (cm/s) (°) (cm/s) (°)

M2 1.1 326 2.9 139 290 3.1 319 20 0.1 49 3.1 139

S2 0.9 339 2.3 187 289 2.4 4 19 0.4 274 2.4 184

K2 0.2 339 0.6 187 289 0.7 4 19 0.1 274 0.7 184

N2 0.4 332 0.5 116 302 0.6 307 32 0.2 37 0.6 122

K1 0.2 39 0.9 205 281 1.0 26 11 0.0 116 1.0 206

O1 0.3 132 0.6 25 282 0.6 199 12 0.3 109 0.6 16

P1 0.1 39 0.3 205 281 0.3 26 11 0.0 116 0.3 206

Q1 0.3 92 0.4 228 303 0.5 62 33 0.2 152 0.5 236

M4 0.1 146 0.5 331 286 0.5 150 16 0.0 60 0.5 330

MS4 0.3 170 0.9 56 278 0.9 234 8 0.2 144 0.9 51

平均流
(恒流)

0.8 (cm/s) -2.0 (cm/s) 2.2 (cm/s) 290 (°) -2.2 (cm/s)

分潮
北方成分 東方成分

楕円要素 主流向
長軸 短軸 107゜

流速 遅角 流速 遅角 方向 流速 遅角 方向 流速 遅角 流速 遅角
(cm/s) (°) (cm/s) (°) (°) (cm/s) (°) (°) (cm/s) (°) (cm/s) (°)

M2 0.2 330 0.4 156 299 0.5 335 29 0.0 245 0.5 155

S2 0.2 332 0.1 129 346 0.2 331 76 0.0 61 0.2 145

K2 0.1 332 0.0 129 346 0.1 331 76 0.0 61 0.0 145

N2 0.2 177 0.2 3 309 0.3 180 39 0.0 90 0.3 1

K1 1.3 352 2.5 180 296 2.8 359 26 0.2 269 2.8 179

O1 0.6 218 1.5 35 291 1.6 215 21 0.0 305 1.6 36

P1 0.4 352 0.8 180 296 0.9 359 26 0.1 269 0.9 179

Q1 0.5 205 1.2 46 290 1.3 224 20 0.2 134 1.3 43

M4 0.3 289 0.4 352 66 0.4 338 156 0.2 68 0.3 13

MS4 0.3 300 0.0 132 351 0.3 300 81 0.0 210 0.2 123

平均流
(恒流)

-0.1 (cm/s) 0.6 (cm/s) 0.6 (cm/s) 101 (°) 0.6 (cm/s)

分潮
北方成分 東方成分

楕円要素 主流向
長軸 短軸 117゜

流速 遅角 流速 遅角 方向 流速 遅角 方向 流速 遅角 流速 遅角
(cm/s) (°) (cm/s) (°) (°) (cm/s) (°) (°) (cm/s) (°) (cm/s) (°)

M2 0.5 215 0.2 4 343 0.5 212 73 0.1 302 0.2 232

S2 0.3 296 0.2 26 0 0.3 296 90 0.2 26 0.2 333

K2 0.1 296 0.1 26 0 0.1 296 90 0.1 26 0.1 333

N2 0.5 190 0.3 90 351 0.5 196 81 0.3 106 0.3 153

K1 1.0 270 0.8 313 36 1.1 285 126 0.4 15 1.1 290

O1 0.9 144 0.4 166 23 1.0 147 113 0.1 237 0.9 151

P1 0.3 270 0.3 313 36 0.4 285 126 0.1 15 0.4 290

Q1 0.7 143 0.2 270 347 0.7 139 77 0.2 229 0.4 165

M4 0.3 212 0.1 202 21 0.3 211 111 0.0 121 0.3 209

MS4 0.1 234 0.4 173 80 0.4 176 170 0.1 86 0.3 186

平均流
(恒流)

-0.9 (cm/s) -0.9 (cm/s) 1.2 (cm/s) 224 (°) -1.2 (cm/s)

分潮
北方成分 東方成分

楕円要素 主流向
長軸 短軸 47゜
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表 6.8.4（4） 潮流調和分解結果（No.b 下層（夏季）） 

 

表 6.8.4（5） 潮流調和分解結果（No.c 上層（夏季）） 

 

表 6.8.4（6） 潮流調和分解結果（No.c 下層（夏季）） 

 

流速 遅角 流速 遅角 方向 流速 遅角 方向 流速 遅角 流速 遅角
(cm/s) (°) (cm/s) (°) (°) (cm/s) (°) (°) (cm/s) (°) (cm/s) (°)

M2 1.0 270 0.2 255 13 1.0 269 103 0.1 179 0.8 266

S2 0.8 298 0.1 51 359 0.8 298 89 0.1 28 0.5 303

K2 0.2 298 0.0 51 359 0.2 298 89 0.0 28 0.1 303

N2 0.6 261 0.1 233 11 0.6 260 101 0.1 170 0.5 256

K1 1.1 277 0.3 264 13 1.1 276 103 0.1 186 0.9 274

O1 1.3 155 0.5 167 20 1.3 156 110 0.1 246 1.2 159

P1 0.4 277 0.1 264 13 0.4 276 103 0.0 186 0.3 274

Q1 0.6 138 0.2 154 19 0.7 140 109 0.1 230 0.6 143

M4 0.4 170 0.3 195 33 0.5 178 123 0.1 268 0.5 181

MS4 0.4 154 0.1 255 356 0.4 153 86 0.1 243 0.3 177

平均流
(恒流)

-1.1 (cm/s) -0.2 (cm/s) 1.2 (cm/s) 192 (°) -0.9 (cm/s)

分潮
北方成分 東方成分

楕円要素 主流向
長軸 短軸 50゜

流速 遅角 流速 遅角 方向 流速 遅角 方向 流速 遅角 流速 遅角
(cm/s) (°) (cm/s) (°) (°) (cm/s) (°) (°) (cm/s) (°) (cm/s) (°)

M2 2.9 316 0.6 7 7 2.9 317 97 0.4 47 2.8 320

S2 1.2 335 0.3 47 5 1.2 337 95 0.3 67 1.2 341

K2 0.3 335 0.1 47 5 0.3 337 95 0.1 67 0.3 341

N2 1.2 296 0.4 58 349 1.2 293 79 0.3 23 1.0 303

K1 2.4 342 0.6 330 13 2.5 341 103 0.1 251 2.4 341

O1 0.7 187 0.2 78 356 0.7 188 86 0.1 98 0.6 182

P1 0.8 342 0.2 330 13 0.8 341 103 0.0 251 0.8 341

Q1 0.5 153 0.5 70 27 0.6 130 117 0.5 40 0.6 134

M4 0.2 213 0.1 218 19 0.2 214 109 0.0 304 0.2 214

MS4 0.8 176 0.3 213 16 0.9 179 106 0.2 269 0.8 180

平均流
(恒流)

1.3 (cm/s) 0.0 (cm/s) 1.3 (cm/s) 1 (°) 1.2 (cm/s)

分潮
北方成分 東方成分

楕円要素 主流向
長軸 短軸 22゜

流速 遅角 流速 遅角 方向 流速 遅角 方向 流速 遅角 流速 遅角
(cm/s) (°) (cm/s) (°) (°) (cm/s) (°) (°) (cm/s) (°) (cm/s) (°)

M2 2.5 320 0.1 297 1 2.5 320 91 0.0 230 1.9 319

S2 1.2 346 0.3 86 358 1.2 345 88 0.2 75 0.8 357

K2 0.3 346 0.1 86 358 0.3 345 88 0.1 75 0.2 357

N2 1.4 300 0.2 203 359 1.4 300 89 0.2 210 1.0 293

K1 1.5 347 0.2 317 5 1.5 347 95 0.1 257 1.2 345

O1 0.9 242 0.3 198 14 0.9 239 104 0.2 149 0.8 233

P1 0.5 347 0.1 317 5 0.5 347 95 0.0 257 0.4 345

Q1 0.3 228 0.0 132 359 0.3 229 89 0.0 139 0.3 223

M4 0.1 331 0.3 194 277 0.3 14 7 0.0 284 0.2 203

MS4 0.4 159 0.3 222 31 0.4 178 121 0.2 268 0.4 185

平均流
(恒流)

0.7 (cm/s) -0.7 (cm/s) 1.0 (cm/s) 313 (°) 0.0 (cm/s)

分潮
北方成分 東方成分

楕円要素 主流向
長軸 短軸 41゜
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表 6.8.4（7） 潮流調和分解結果（No.d 上層（夏季）） 

 

表 6.8.4（8） 潮流調和分解結果（No.d 下層（夏季）） 

 

  

流速 遅角 流速 遅角 方向 流速 遅角 方向 流速 遅角 流速 遅角
(cm/s) (°) (cm/s) (°) (°) (cm/s) (°) (°) (cm/s) (°) (cm/s) (°)

M2 3.9 299 7.8 126 297 8.7 304 27 0.4 214 8.7 124

S2 2.3 315 3.9 152 300 4.4 327 30 0.6 237 4.4 148

K2 0.6 315 1.1 152 300 1.2 327 30 0.2 237 1.2 148

N2 1.7 274 2.9 90 301 3.3 271 31 0.1 1 3.3 91

K1 1.5 299 2.5 137 301 2.9 312 31 0.4 222 2.8 133

O1 0.5 201 1.4 42 290 1.5 219 20 0.2 129 1.4 38

P1 0.5 299 0.8 137 301 0.9 312 31 0.1 222 0.9 133

Q1 0.4 154 0.3 325 325 0.5 151 55 0.0 241 0.5 329

M4 0.4 302 0.5 45 289 0.5 238 19 0.4 328 0.5 65

MS4 0.3 115 0.1 190 5 0.3 117 95 0.1 207 0.1 264

平均流
(恒流)

0.1 (cm/s) -3.5 (cm/s) 3.5 (cm/s) 271 (°) -3.2 (cm/s)

分潮
北方成分 東方成分

楕円要素 主流向
長軸 短軸 117゜

流速 遅角 流速 遅角 方向 流速 遅角 方向 流速 遅角 流速 遅角
(cm/s) (°) (cm/s) (°) (°) (cm/s) (°) (°) (cm/s) (°) (cm/s) (°)

M2 3.2 308 6.4 133 296 7.1 312 26 0.3 222 7.1 132

S2 1.9 318 3.7 146 297 4.1 324 27 0.2 234 4.1 144

K2 0.5 318 1.0 146 297 1.1 324 27 0.1 234 1.1 144

N2 1.8 274 3.2 87 300 3.6 269 30 0.2 359 3.6 89

K1 1.3 342 3.1 182 292 3.3 359 22 0.4 269 3.3 179

O1 0.9 237 1.5 85 300 1.7 258 30 0.4 168 1.7 79

P1 0.4 342 1.0 182 292 1.1 359 22 0.1 269 1.1 179

Q1 0.6 223 1.0 77 297 1.1 250 27 0.3 160 1.1 71

M4 0.2 188 0.5 52 285 0.5 229 15 0.1 139 0.5 46

MS4 0.3 45 0.9 247 284 1.0 66 14 0.1 336 0.9 245

平均流
(恒流)

0.0 (cm/s) -1.3 (cm/s) 1.3 (cm/s) 269 (°) -1.2 (cm/s)

分潮
北方成分 東方成分

楕円要素 主流向
長軸 短軸 115゜
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表 6.8.5（1） 水象の現地調査結果（冬季の平均流（恒流）） 

調査期間：令和 7 年１月 16 日～30 日 

調査の実施者：株式会社建設技術研究所 

調査項目：平均流（恒流） 

地点 層 

平均流（恒流） 

流向 流速 東方流速 北方流速 

(°) (cm/s) (cm/s) (cm/s) 

No.a 
上層 296 1.5 -1.4 0.7 

下層 124 0.5 0.4 -0.3 

No.b 
上層 217 2.2 -1.3 -1.7 

下層 203 1.4 -0.5 -1.3 

No.c 
上層 12 3.2 0.7 3.2 

下層 13 2.1 0.5 2.0 

No.d 
上層 270 4.5 -4.5 0.0 

下層 278 3.8 -3.7 0.6 

 

表 6.8.5（2） 水象の現地調査結果（夏季の平均流（恒流）） 

調査期間：令和 7 年 7 月 24 日～8 月 7 日 

調査の実施者：株式会社建設技術研究所 

調査項目：平均流（恒流） 

地点 層 

平均流（恒流） 

流向 流速 東方流速 北方流速 

(°) (cm/s) (cm/s) (cm/s) 

No.a 
上層 290 2.2 -2.0 0.8 

下層 101 0.6 0.6 -0.1 

No.b 
上層 224 1.2 -0.9 -0.9 

下層 192 1.2 -0.2 -1.1 

No.c 
上層 1 1.3 0.0 1.3 

下層 313 1.0 -0.7 0.7 

No.d 
上層 271 3.5 -3.5 0.1 

下層 269 1.3 -1.3 0.0 

備考）観測で得られた流れのデータは、方向（流向）と大きさ（流速）を持つベクトル量であるので、

各種の解析処理を行う場合、ベクトル量では処理できない。そこで、成分別の流速成分に分解

し（図 6.8.9 参照）、ベクトル量を南北成分（VN）及び東西成分（VE）に分け、解析に用い

た。 

 

 

図 6.8.9 分速値の概念図  
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表 6.8.6（1） 主要 4 分潮の流速（冬季） 

調査期間：令和 7 年１月 16 日～30 日 

調査の実施者：株式会社建設技術研究所 

調査項目：主要 4 分潮の流速 

地点 層 
M2 S2 K1 O1 M2+S2 K1+O1 (K1+O1)/ 

(M2+S2) 
潮型注） 

(cm/s) (cm/s) (cm/s) (cm/s) (cm/s) (cm/s) 

No.a 
上層 3.6 1.5 2.9 3.3 5.1 6.2 1.22 混合潮流型 

下層 1.4 0.6 1.0 0.6 2.0 1.6 0.80 混合潮流型 

No.b 
上層 0.7 0.4 0.1 0.3 1.1 0.4 0.36 混合潮流型 

下層 1.4 0.5 0.3 0.4 1.9 0.7 0.37 混合潮流型 

No.c 
上層 3.1 1.6 1.5 1.0 4.7 2.5 0.53 混合潮流型 

下層 3.2 1.4 1.1 1.2 4.6 2.3 0.50 混合潮流型 

No.d 
上層 10.6 5.2 5.1 3.6 15.8 8.7 0.55 混合潮流型 

下層 11.4 4.4 4.6 3.0 15.8 7.6 0.48 混合潮流型 

注）各層における潮型は、「海洋調査技術マニュアル-海象・気象調査編」（（一社）海洋調査協会）に示す

以下の式で分類した。 

半日周潮型：(K1+O1)/(M2+S2)＜0.25 

混合潮型 ：0.25≦(K1+O1)/(M2+S2)＜1.50 

日周潮型 ：1.50≦(K1+O1)/(M2+S2) 

 

表 6.8.6（2） 主要 4 分潮の流速（夏季） 

調査期間：令和 7 年 7 月 24 日～8 月 7 日 

調査の実施者：株式会社建設技術研究所 

調査項目：主要 4 分潮の流速 

地点 層 
M2 S2 K1 O1 M2+S2 K1+O1 (K1+O1)/ 

(M2+S2) 
潮型注） 

(cm/s) (cm/s) (cm/s) (cm/s) (cm/s) (cm/s) 

No.a 
上層 3.1 2.4 1.0 0.6 5.5 1.6 0.29 混合潮流型 

下層 0.5 0.2 2.8 1.6 0.7 4.4 6.29 日周潮流型 

No.b 
上層 0.2 0.2 1.1 0.9 0.4 2.0 5.00 日周潮流型 

下層 0.8 0.5 0.9 1.2 1.3 2.1 1.62 日周潮流型 

No.c 
上層 2.8 1.2 2.4 0.6 4.0 3.0 0.75 混合潮流型 

下層 1.9 0.8 1.2 0.8 2.7 2.0 0.74 混合潮流型 

No.d 
上層 8.7 4.4 2.8 1.4 13.1 4.2 0.32 混合潮流型 

下層 7.1 4.1 3.3 1.7 11.2 5.0 0.45 混合潮流型 

注）各層における潮型は、「海洋調査技術マニュアル-海象・気象調査編」（（一社）海洋調査協会）に示す

以下の式で分類した。 

半日周潮型：(K1+O1)/(M2+S2)＜0.25 

混合潮型 ：0.25≦(K1+O1)/(M2+S2)＜1.50 

日周潮型 ：1.50≦(K1+O1)/(M2+S2) 
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6.8.2 予測及び評価 

(1) 埋立地の存在 

1) 予測内容 

埋立地の存在に伴う流速変化の影響について、潮流・水質汚濁による数値計算により予測した。

予測内容は表 6.8.7 に示すとおりである。 

事業計画地近傍において潮流の流向・流速変化を予測した。 

予測対象時期は夏季、対象潮汐は大潮期とした。 

 

 

表 6.8.7 予測内容 

予測項目 予測事項 予測対象地域 予測対象時期 予測方法 

水象 流速の変化 
事業計画地 

近傍の海域 
施設の存在時 

密度流を考慮した多層レ

ベルシミュレーションモ

デルによる数値計算 
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2) 予測方法 

a) 予測手順 

水象の予測手順を図 6.8.10 に示した。 

 

 

図 6.8.10 水象の手順 

 

  

埋立事業計画地

［バックグラウンド条件］
・潮流観測結果
・潮位変動
・河川等流入水量
・地形条件

シミュレーション手法の設定

流 況 モ デ ル の 構 築

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 設 定
・計算対象領域
・諸係数、計算条件等

モデルの再現性の検討

YES

予測シミュレーション条件の設定
・将来地形
・将来排水量等

将来予測シミュレーション

評 価

NO
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b) 予測モデル 

水象の予測モデルは、以下に示す Navier-Stokes の運動方程式と連続の式を水深方向に積分し

た式を基本式として、差分法により数値計算を行った。 

 

 

 

図 6.8.11 モデル概念図 

 

 

図 6.8.12 モデル構造図 

  

移流・拡散

海面

表層

中層

下層

移流・拡散

移流・拡散

移流・拡散

外海との境界

海底

河川・工場排水等

陸

w1

wk

u1

uk

ukb

表層

中層

下層

海底

X

Y

Z

h1

hk

hkb

v1

vk

vkb
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【運動方程式】 

上層(K=1)： 

𝜕𝑈௄

𝜕𝑡
+ 𝑈௄ ⋅

𝜕𝑈௄

𝜕𝑥
+ 𝑉௄ ⋅

𝜕𝑈௄

𝜕𝑦
+ 𝑊௄ ⋅

𝑈௄ − 𝑈௄ାଵ

2(𝜁 + ℎ௄)
= 

𝑓 ⋅ 𝑉௄ − 𝑔 ൬
𝜕𝜁

𝜕𝑥
൰ −

𝑔ℎ௄

2𝜌௄

𝜕𝜌௄

𝜕𝑥
+ 𝐴௛ ቆ

𝜕ଶ𝑈௄

𝜕𝑥ଶ
+

𝜕ଶ𝑈௄

𝜕𝑦ଶ ቇ 

−𝛾ଵ
ଶ(𝑈௄ − 𝑈௄ାଵ)ඥ(𝑈௄ − 𝑈௄ାଵ)ଶ + (𝑉௄ − 𝑉௄ାଵ)ଶ ∕ (𝜁 + ℎ௄) 

 

𝜕𝑉௄

𝜕𝑡
+ 𝑈௄ ⋅

𝜕𝑉௄

𝜕𝑥
+ 𝑉௄ ⋅

𝜕𝑉௄

𝜕𝑦
+ 𝑊௄ ⋅

𝑉௄ − 𝑉௞ାଵ

2(𝜁 + ℎ௄)
= 

−𝑓 ⋅ 𝑈௄ − 𝑔 ൬
𝜕𝜁

𝜕𝑦
൰ −

𝑔ℎ௄

2𝜌௄

𝜕𝜌௄

𝜕𝑦
+ 𝐴௛ ቆ

𝜕ଶ𝑉௄

𝜕𝑥ଶ
+

𝜕ଶ𝑉௄

𝜕𝑦ଶ ቇ 

−𝛾ଵ
ଶ(𝑉௄ − 𝑉௄ାଵ)ඥ(𝑈௄ − 𝑈௄ାଵ)ଶ + (𝑉௄ − 𝑉௄ାଵ)ଶ ∕ (𝜁 + ℎ௄) 

 

中層(K=k)： 

𝜕𝑈௄

𝜕𝑡
+ 𝑈௄ ⋅

𝜕𝑈௄

𝜕𝑥
+ 𝑉௄ ⋅

𝜕𝑈௄

𝜕𝑦
− (𝑊௄ିଵ − 𝑊௄) ⋅

𝑈௄ିଵ − 𝑈௄

2ℎ௄
= 

𝑓 ⋅ 𝑉௄ − 𝑔 ൬
𝜕𝜁

𝜕𝑥
൰ −

𝑔ℎ௄

2𝜌௄

𝜕𝜌௄

𝜕𝑥
+ 𝐴௛ ቆ

𝜕ଶ𝑈௄

𝜕𝑥ଶ
+

𝜕ଶ𝑈௄

𝜕𝑦ଶ ቇ 

+𝛾ଵ
ଶ(𝑈௄ିଵ − 𝑈௄)ඥ(𝑈௄ିଵ − 𝑈௄)ଶ + (𝑉௄ିଵ − 𝑉௄)ଶ ∕ ℎ௄ 

−𝛾ଵ
 ଶ𝑈௄ට𝑈௄

ଶ + 𝑉௄
ଶ ∕ ℎ௄ 

 

𝜕𝑉௄

𝜕𝑡
+ 𝑈௄ ⋅

𝜕𝑉௄

𝜕𝑥
+ 𝑉௄ ⋅

𝜕𝑉௄

𝜕𝑦
− (𝑊௄ିଵ − 𝑊௄) ⋅

𝑉௄ିଵ − 𝑉௄

2ℎ௄
= 

−𝑓 ⋅ 𝑈௄ − 𝑔 ൬
𝜕𝜁

𝜕𝑦
൰ −

𝑔ℎ௄

2𝜌௄

𝜕𝜌௄

𝜕𝑦
+ 𝐴௛ ቆ

𝜕ଶ𝑉௄

𝜕𝑥ଶ
+

𝜕ଶ𝑉௄

𝜕𝑦ଶ ቇ 

+𝛾ଵ
ଶ(𝑉௄ିଵ − 𝑉௄)ඥ(𝑈௄ିଵ − 𝑈௄)ଶ + (𝑉௄ିଵ − 𝑉௄)ଶ ∕ ℎ௄ 

−𝛾ଵ
 ଶ𝑉௄ට𝑈௄

ଶ + 𝑉௄
ଶ ∕ ℎ௄ 
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下層(K=kb)： 

𝜕𝑈௄

𝜕𝑡
+ 𝑈௄ ⋅

𝜕𝑈௄

𝜕𝑥
+ 𝑉௄ ⋅

𝜕𝑈௄

𝜕𝑦
− 𝑊௄ିଵ ⋅

𝑈௄ିଵ − 𝑈௄

2ℎ௄
= 

𝑓 ⋅ 𝑉௄ − 𝑔 ൬
𝜕𝜁

𝜕𝑥
൰ −

𝑔ℎ௄

2𝜌௄

𝜕𝜌௄

𝜕𝑥
+ 𝐴௛ ቆ

𝜕ଶ𝑈௄

𝜕𝑥ଶ
+

𝜕ଶ𝑈௄

𝜕𝑦ଶ ቇ 

+𝛾ଵ
ଶ(𝑈௄ିଵ − 𝑈௄)ඥ(𝑈௄ିଵ − 𝑈௄)ଶ + (𝑉௄ିଵ − 𝑉௄)ଶ ∕ ℎ௄ 

−𝛾௕
ଶ𝑈௄ට𝑈௄

ଶ + 𝑉௄
ଶ ∕ ℎ௄ 

 

𝜕𝑉௄

𝜕𝑡
+ 𝑈௄ ⋅

𝜕𝑉௄

𝜕𝑥
+ 𝑉௄ ⋅

𝜕𝑉௄

𝜕𝑦
− 𝑊௄ିଵ ⋅

𝑉௄ିଵ − 𝑉௄

2ℎ௄
= 

−𝑓 ⋅ 𝑈௄ − 𝑔 ൬
𝜕𝜁

𝜕𝑦
൰ −

𝑔ℎ௄

2𝜌௄

𝜕𝜌௄

𝜕𝑦
+ 𝐴௛ ቆ

𝜕ଶ𝑉௄

𝜕𝑥ଶ
+

𝜕ଶ𝑉௄

𝜕𝑦ଶ ቇ 

+𝛾ଵ
ଶ(𝑉௄ିଵ − 𝑉௄)ඥ(𝑈௄ିଵ − 𝑈௄)ଶ + (𝑉௄ିଵ − 𝑉௄)ଶ ∕ ℎ௄ 

−𝛾௕
ଶ𝑈௄ට𝑈௄

ଶ + 𝑉௄
ଶ ∕ ℎ௄ 

 

【連続の式】 

上層(K=1)： 

𝜕𝜁

𝜕𝑡
+

𝜕

𝜕𝑥
[𝑈௄(𝜁 + ℎ௄)] +

𝜕

𝜕𝑦
[𝑉௄(𝜁 + ℎ௄)] − 𝑊௄ = 0 

 

中層(K=k)： 

𝜕(𝑈௄ℎ௄)

𝜕𝑥
+

𝜕(𝑉௄ℎ௄)

𝜕𝑦
− 𝑊௄ + 𝑊௄ିଵ = 0 

 

下層(K=kb)： 

𝜕(𝑈௄ℎ௄)

𝜕𝑥
+

𝜕(𝑉௄ℎ௄)

𝜕𝑦
+ 𝑊௄ିଵ = 0 
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【塩分拡散式】 

上層(K=1)： 

𝜕𝑆௄ℎ௄

𝜕𝑡
= −

𝜕

𝜕𝑥
(𝑈௄ ⋅ 𝑆௄ ⋅ ℎ௄) −

𝜕

𝜕𝑦
(𝑉௄ ⋅ 𝑆௄ ⋅ ℎ௄) +

𝜕

𝜕𝑥
൬𝐾௫ℎ௄

𝜕𝑆௄

𝜕𝑥
൰ 

+
𝜕

𝜕𝑦
൬𝐾௬ℎ௄

𝜕𝑆௄

𝜕𝑦
൰ − 𝐾௭

2(𝑆௄ − 𝑆௄ାଵ)

(ℎ௄ + ℎ௄ାଵ)
+ 𝑊௄𝑆   ௄

∗  

 

中層(K=k)： 

𝜕𝑆௄ℎ௄

𝜕𝑡
= −

𝜕

𝜕𝑥
(𝑈௄ ⋅ 𝑆௄ ⋅ ℎ௄) −

𝜕

𝜕𝑦
(𝑉௄ ⋅ 𝑆௄ ⋅ ℎ௄) +

𝜕

𝜕𝑥
൬𝐾௫ℎ௄

𝜕𝑆௄

𝜕𝑥
൰ 

+
𝜕

𝜕𝑦
൬𝐾௬ℎ௄

𝜕𝑆௄

𝜕𝑦
൰ − 𝐾௭

2(𝑆௄ିଵ − 𝑆௄)

(ℎ௄ିଵ + ℎ௄)
+ 𝑊௄𝑆   ௄

∗ − 𝑊௄ିଵ𝑆   ௄ିଵ
∗  

 

下層(K=kb)： 

𝜕𝑆௄ℎ௄

𝜕𝑡
= −

𝜕

𝜕𝑥
(𝑈௄ ⋅ 𝑆௄ ⋅ ℎ௄) −

𝜕

𝜕𝑦
(𝑉௄ ⋅ 𝑆௄ ⋅ ℎ௄) +

𝜕

𝜕𝑥
൬𝐾௫ℎ௄

𝜕𝑆௄

𝜕𝑥
൰ 

+
𝜕

𝜕𝑦
൬𝐾௬ℎ௄

𝜕𝑆௄

𝜕𝑦
൰ − 𝐾௭

2(𝑆௄ିଵ − 𝑆௄)

(ℎ௄ିଵ + ℎ௄)
− 𝑊௄ିଵ𝑆   ௄ିଵ

∗  

 

【水温拡散式】 

上層(K=1)： 

𝜕𝑇௄ℎ௄

𝜕𝑡
= −

𝜕

𝜕𝑥
(𝑈௄ ⋅ 𝑇௄ ⋅ ℎ௄) −

𝜕

𝜕𝑦
(𝑉௄ ⋅ 𝑇௄ ⋅ ℎ௄) +

𝜕

𝜕𝑥
൬𝐾௫ℎ௄

𝜕𝑇௄

𝜕𝑥
൰ 

+
𝜕

𝜕𝑦
൬𝐾௬ℎ௄

𝜕𝑇௄

𝜕𝑦
൰ − 𝐾௭

2(𝑇௄ − 𝑇௄ାଵ)

(ℎ௄ + ℎ௄ାଵ)
+ 𝑊௄𝑇   ௄

∗  

 

中層(K=k)： 

𝜕𝑇௄ℎ௄

𝜕𝑡
= −

𝜕

𝜕𝑥
(𝑈௄ ⋅ 𝑇௄ ⋅ ℎ௄) −

𝜕

𝜕𝑦
(𝑉௄ ⋅ 𝑇௄ ⋅ ℎ௄) +

𝜕

𝜕𝑥
൬𝐾௫ℎ௄

𝜕𝑇௄

𝜕𝑥
൰ 

+
𝜕

𝜕𝑦
൬𝐾௬ℎ௄

𝜕𝑇௄

𝜕𝑦
൰ − 𝐾௭

2(𝑇௄ିଵ − 𝑇௄)

(ℎ௄ିଵ + ℎ௄)
+ 𝑊௄𝑇   ௄

∗ − 𝑊௄ିଵ𝑇   ௄ିଵ
∗  

 

下層(K=kb)： 

𝜕𝑇௄ℎ௄

𝜕𝑡
= −

𝜕

𝜕𝑥
(𝑈௄ ⋅ 𝑇௄ ⋅ ℎ௄) −

𝜕

𝜕𝑦
(𝑉௄ ⋅ 𝑇௄ ⋅ ℎ௄) +

𝜕

𝜕𝑥
൬𝐾௫ℎ௄

𝜕𝑇௄

𝜕𝑥
൰ 

+
𝜕

𝜕𝑦
൬𝐾௬ℎ௄

𝜕𝑇௄

𝜕𝑦
൰ − 𝐾௭

2(𝑇௄ିଵ − 𝑇௄)

(ℎ௄ିଵ + ℎ௄)
− 𝑊௄ିଵ𝑇   ௄ିଵ

∗  
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【状態方程式】 

𝜌
௄

= 𝜌
௄

(𝐶𝑙௄, 𝑇௄) 

ここでは、クヌードセンの式を用いた。 

𝜌
௄

=
𝜎𝑡

1000
+ 1 

𝜎௧ = Σ௧ + (𝜎଴ + 0.1324){1 − 𝐴௧ + 𝐵௧(𝜎଴ − 0.1324)} 

𝜎଴ = −0.069 + 1.4708𝐶𝑙𝐾 − 0.001570𝐶𝑙𝐾
ଶ + 0.0000398𝐶𝑙𝐾

ଷ 

Σ௧ = −
(𝑇𝐾 − 3.98)ଶ

503.570

𝑇𝐾 + 283.0

𝑇𝐾 + 67.26
 

𝐴௧ = 𝑇𝐾൫4.7869 − 0.098185𝑇𝐾 + 0.0010843𝑇𝐾
ଶ൯ × 10ିଷ 

𝐵௧ = 𝑇𝐾൫18.030 − 0.8164𝑇𝐾 + 0.01667𝑇𝐾
ଶ൯ × 10ି଺ 

𝐶𝑙௄ =
(𝑆௄)

1.805
 

 

 𝑡 ：時刻 (s） 

 𝜁 ：平均水面からの潮位（㎝） 

 𝑥, 𝑦 ：水平方向のｘ､ｙ座標 

 𝑈௄, 𝑉௄ ：各層のｘ方向､ｙ方向の流速（㎝/s） 

 𝑊௄ ：鉛直流速（㎝/s） 

 𝐴௛ ：水平渦動粘性係数（cm2/s） 

 𝑓 ：コリオリの係数（1/s） 

 𝛾ଵ
ଶ ：層間摩擦係数 

 𝛾௕
ଶ ：海底摩擦係数 

 ℎ௄ : 各層の厚さ（㎝） 

 𝑔 ：重力加速度（980㎝/s2） 

 𝑇௄ ：各層の水温(℃) 

 𝑆௄ ：各層の塩分濃度(‰) 

 𝐶𝑙௄ ：各層の塩素量(‰) 

 𝜌
௄
 ：各層の密度(g/cm3) 

 𝐾௫ ,  𝐾௬ ：水温・塩分に関する x､y 方向の水平渦動拡散係数(cm2/s) 

 𝐾௭ ：水温・塩分に関する鉛直拡散係数(cm2/s) 

 𝑇   ௄
∗  ： 𝑊௄＞0のとき𝑇   ௄

∗ = 𝑇௄ାଵ、𝑊௄＜0 のとき𝑇   ௄
∗ = 𝑇௄ 

 𝑆   ௄
∗  ： 𝑊௄＞0のとき𝑆   ௄

∗ = 𝑆௄ାଵ、𝑊௄＜0 のとき𝑆   ௄
∗ = 𝑆௄ 
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c) 予測条件 

潮流シミュレーションの計算条件を表 6.8.8（1）、（2）に示した。 

 

 

 

表 6.8.8（1） 計算条件一覧表 

項目 内容及び設定値 備考 

計算領域 対象地付近の地形や流況を考慮して設定 図 6.8.13 参照。 

地形 
海図 No.W102、W103、別途測量既往成果から

作成 
図 6.8.14、図 6.8.15 参照。 

格子幅 20m 対象地付近の地形を考慮して設定。 

鉛直層分割 

第 1 層：海表面～海面下 2m 

第 2 層：海面下 2m～4m 

第 3 層：海面下 4m～8m 

第 4 層：海面下 8m～海底 

再現性、観測層（上層と下層の測定位置が海

面下 1m と海底上 2m）を考慮の上、設定した。 

コリオリ係数 2ωsinθ（1/s）（θ＝34.62°）  

水平渦動 

粘性係数 
1.0×104cm2/s 再現性を考慮して設定。 

層間摩擦 

係数 
0.0013 一般値を設定。 

海底摩擦 

係数 
0.0026 

｢港湾工事における濁りの影響予測の手引き

（平成 16 年 4 月、国土交通省港湾局｣資料編

P.72 を参考に設定。 

対象潮汐  M2+S2潮  対象領域の代表的な流動条件 

潮汐境界条件 

振幅（cm）  遅角（度） 

A-B 区間：  46.74   -0.10 

C-D 区間：  46.74    0.00 

 

表 6.8.9 に示す「気象庁 潮汐調和定数表 

2024 年」より大阪の調和定数を参考に再現

性を検討の上、設定した。 

潮汐境界条件の設定位置は、図 6.8.18 を参

照。 
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表 6.8.8（2） 計算条件一覧表 

項目 内容及び設定値 備考 

水平渦動 

拡散係数 

（水温・塩分） 

1.0×104cm2/s 再現性を考慮して設定。 

鉛直渦動 

拡散係数 

（水温・塩分） 

0.10cm2/s 

｢港湾工事における濁りの影響予測の手引き

（平成 16 年 4 月、国土交通省港湾局）｣P.49

より 0.01～1.00cm2/s の範囲で変化するた

め、再現性を考慮して設定。 

水温・塩分 

境界条件 

A-B 区間 

 水温（℃） 塩分（-）  

第 1 層 26.8   20.7 

第 2 層 25.9   24.4 

第 3 層 25.0   28.0 

第 4 層 24.1   31.6 

C-D 区間 

 水温（℃） 塩分（-）  

第 1 層 26.8   20.7 

第 2 層 25.9   24.4 

第 3 層 25.0   28.0 

第 4 層 24.1   31.6 

公共用水域水質調査（大阪港 No.5 ブイ跡（O-

1）、南港（O-2）、南港西（C-3）、大阪港

関門外（O-3））の夏季測定値（2014～2023

年 7～9 月）をもとに設定。 

水温塩分境界条件の設定位置は、図 6.8.18

を参照。 

河川流入条件 

   流量（m3/s）  水温（℃）  塩分（-） 

木津川 40.74   27.2℃   0.0(-) 

 

住吉川  3.43   27.6℃   0.0(-) 

住吉川流量は、「大阪市公共下水道事業計画

書（変更）」P.39 及び「住吉川・十三間川・

今川導水路（今川、駒川、細江川）関係 水

量資料」をもとに設定。 

木津川流量は、住吉川流量と「南港東地区(木

材整理場)埋立事業 環境影響評価書 平成

11 年 9 月」の流量比より算出した。 

水温は、公共用水域水質調査（千本松渡、住

之江大橋下流 1100m 地点）より設定した。 

河川流入の設定位置は、図 6.8.19 を参照。 

タイムステップ 1.00 sec C.F.L 条件を満たす値を設定。 
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出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4

日刊行）より作成 

図 6.8.13 解析範囲図 
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出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4

日刊行）より作成 

図 6.8.14 メッシュ分割図（現況 埋立地周辺 20ｍ格子） 

 
出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4

日刊行）より作成 

図 6.8.15 水深図（現況 埋立地周辺 20ｍ格子） 
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出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4

日刊行）より作成 

図 6.8.16 メッシュ分割図（将来 埋立地周辺 20ｍ格子） 

 
出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4

日刊行）より作成 

図 6.8.17 水深図（将来 埋立地周辺 20ｍ格子）  
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表 6.8.9 大阪の潮汐調和定数表 

 M2分潮 S2分潮 K1分潮 O1分潮 

振幅（cm） 29.89 16.85 26.03 19.47 

遅角（度） 215.29 227.89 203.66 181.35 

※「気象庁 潮汐調和定数表 2024 年」 

 

 

 

 

 
出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4

日刊行）より作成 

図 6.8.18 潮汐境界条件設定図 
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出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4

日刊行）より作成 

図 6.8.19 河川流入条件設定図 
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3) 予測結果 

a) 再現性の検討 

本予測の流動場の再現性を検討するため、2025 年 7 月 24 日～8 月 7 日に実施した潮流調査結

果を用い、計算値と観測値の潮流楕円（M2+S2潮）と平均流を比較した。 

観測地点情報は表 6.8.10、観測地点位置は図 6.8.20 に示すとおりである。再現検証は潮流

調和分解成果とシミュレーション結果より潮流楕円図と平均流比較図を作成し、観測値と計算値

を比較した。 

図 6.8.21（1）、（2）の潮流楕円比較図に示すとおり、計算結果は観測値と楕円の大きさ、

方向が概ね一致しており、再現性は良好であった。 

図 6.8.22（1）、（2）の平均流比較図に示すとおり、計算値は観測値と流向が概ね一致して

いる結果となった。 

以上のことから、潮流・平均流の計算値と観測値の誤差は小さく、本検討で設定した計算条件、

計算モデルは対象海域の流況を良好に再現できていると判断した。 

表 6.8.10 観測地点情報 

地点名 観測層(水深) 観測期間 位置 

No.a 
上層 海面下 1.0m 

下層 海底上 2.0m 
2025 年 7 月 24 日〜8月 7 日 

緯度：34°37′31″N 

経度：135°26′55″E 

No.b 
上層 海面下 1.0m 

下層 海底上 2.0m 
2025 年 7 月 24 日〜8月 7 日 

緯度：34°37′21″N 

経度：135°26′51″E 

No.c 
上層 海面下 1.0m 

下層 海底上 2.0m 
2025 年 7 月 24 日〜8月 7 日 

緯度：34°37′20″N 

経度：135°26′36″E 

No.d 
上層 海面下 1.0m 

下層 海底上 2.0m 
2025 年 7 月 24 日〜8月 7 日 

緯度：34°37′8″N 

経度：135°26′50″E 
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出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4

日刊行）より作成 

図 6.8.20 潮流調査地点図 
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図 6.8.21 （1）潮流楕円比較図 
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図 6.8.21 （2）潮流楕円比較図 
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※ベクトルの黒表示は計算値、赤表示は No.a～d の観測値。観測値 No.b～d の下層は第 2 層と比較。 

※計算ベクトルは 3 メッシュ間引いて表示、流速 3.0cm/sec 以下はハットマークで表示。 
出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4 日

刊行）より作成 

図 6.8.22（1）平均流比較図 

計算値 
No.a～d の観測値 

計算値 

No.a～d の観測値 
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※ベクトルの黒表示は計算値、赤表示は No.a～d の観測値。観測値 No.a の下層は第 4 層と比較。 

※計算ベクトルは 3 メッシュ間引いて表示、流速 3.0cm/sec 以下はハットマークで表示。 
出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4 日

刊行）より作成 

図 6.8.22（2）平均流比較図  

計算値 
No.a～d の観測値 

計算値 
No.a～d の観測値 
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b) 現況潮流 

現況予測結果として、潮時別（満潮時、下げ潮時、干潮時、上げ潮時、平均流）の流況図を図 

6.8.23（1）～（10）に示した。 
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※計算ベクトルは 3 メッシュ間引いて表示、流速 3.0cm/sec 以下はハットマークで表示 
出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4 日

刊行）より作成 

図 6.8.23（1）流況図（現況、満潮時） 

10.0cm/s より大きい 

5.0cm/s より大きい
3.0cm/s より大きい

10.0cm/s より大きい

5.0cm/s より大きい
3.0cm/s より大きい
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※計算ベクトルは 3 メッシュ間引いて表示、流速 3.0cm/sec 以下はハットマークで表示 
出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4 日

刊行）より作成 

図 6.8.23（2）流況図（現況、満潮時） 

10.0cm/s より大きい 
5.0cm/s より大きい

3.0cm/s より大きい

10.0cm/s より大きい 

5.0cm/s より大きい
3.0cm/s より大きい
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※計算ベクトルは 3 メッシュ間引いて表示、流速 3.0cm/sec 以下はハットマークで表示 
出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4 日

刊行）より作成 

図 6.8.23（3）流況図（現況、下げ潮時） 

10.0cm/s より大きい 
5.0cm/s より大きい

3.0cm/s より大きい

10.0cm/s より大きい 
5.0cm/s より大きい

3.0cm/s より大きい
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※計算ベクトルは 3 メッシュ間引いて表示、流速 3.0cm/sec 以下はハットマークで表示 
出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4 日

刊行）より作成 

図 6.8.23（4）流況図（現況、下げ潮時） 

10.0cm/s より大きい
5.0cm/s より大きい

3.0cm/s より大きい

10.0cm/s より大きい

5.0cm/s より大きい
3.0cm/s より大きい
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※計算ベクトルは 3 メッシュ間引いて表示、流速 3.0cm/sec 以下はハットマークで表示 
出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4 日

刊行）より作成 

図 6.8.23（5）流況図（現況、干潮時） 

10.0cm/s より大きい

5.0cm/s より大きい
3.0cm/s より大きい

10.0cm/s より大きい
5.0cm/s より大きい

3.0cm/s より大きい
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※計算ベクトルは 3 メッシュ間引いて表示、流速 3.0cm/sec 以下はハットマークで表示 
出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4 日

刊行）より作成 

図 6.8.23（6）流況図（現況、干潮時） 

10.0cm/s より大きい 

5.0cm/s より大きい
3.0cm/s より大きい

10.0cm/s より大きい 

5.0cm/s より大きい

3.0cm/s より大きい
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※計算ベクトルは 3 メッシュ間引いて表示、流速 3.0cm/sec 以下はハットマークで表示 
出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4 日

刊行）より作成 

図 6.8.23（7）流況図（現況、上げ潮時） 

10.0cm/s より大きい 

5.0cm/s より大きい
3.0cm/s より大きい

10.0cm/s より大きい 
5.0cm/s より大きい

3.0cm/s より大きい
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※計算ベクトルは 3 メッシュ間引いて表示、流速 3.0cm/sec 以下はハットマークで表示 
出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4 日

刊行）より作成 

図 6.8.23（8）流況図（現況、上げ潮時） 

10.0cm/s より大きい 
5.0cm/s より大きい

3.0cm/s より大きい

10.0cm/s より大きい
5.0cm/s より大きい

3.0cm/s より大きい
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※計算ベクトルは 3 メッシュ間引いて表示、流速 3.0cm/sec 以下はハットマークで表示 
出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4 日

刊行）より作成 

図 6.8.23（9）流況図（現況、平均流） 

10.0cm/s より大きい 

5.0cm/s より大きい
3.0cm/s より大きい

10.0cm/s より大きい 

5.0cm/s より大きい

3.0cm/s より大きい
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※計算ベクトルは 3 メッシュ間引いて表示、流速 3.0cm/sec 以下はハットマークで表示 
出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4 日

刊行）より作成 

図 6.8.23（10）流況図（現況、平均流）  

10.0cm/s より大きい 
5.0cm/s より大きい

3.0cm/s より大きい

10.0cm/s より大きい 
5.0cm/s より大きい

3.0cm/s より大きい
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c) 将来潮流 

将来予測結果として、潮時別（満潮時、下げ潮時、干潮時、上げ潮時、平均流）の流況図を図 

6.8.24（1）～（10）に示した。 
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※計算ベクトルは 3 メッシュ間引いて表示、流速 3.0cm/sec 以下はハットマークで表示 
出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4 日

刊行）より作成 

図 6.8.24（1）流況図（将来、満潮時） 

10.0cm/s より大きい 

5.0cm/s より大きい
3.0cm/s より大きい

10.0cm/s より大きい 

5.0cm/s より大きい

3.0cm/s より大きい
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※計算ベクトルは 3 メッシュ間引いて表示、流速 3.0cm/sec 以下はハットマークで表示 
出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4 日

刊行）より作成 

図 6.8.24（2）流況図（将来、満潮時） 

10.0cm/s より大きい 

5.0cm/s より大きい
3.0cm/s より大きい

10.0cm/s より大きい 

5.0cm/s より大きい

3.0cm/s より大きい
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※計算ベクトルは 3 メッシュ間引いて表示、流速 3.0cm/sec 以下はハットマークで表示 
出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4 日

刊行）より作成 

図 6.8.24（3）流況図（将来、下げ潮時） 

10.0cm/s より大きい 

5.0cm/s より大きい

3.0cm/s より大きい

10.0cm/s より大きい 

5.0cm/s より大きい

3.0cm/s より大きい
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※計算ベクトルは 3 メッシュ間引いて表示、流速 3.0cm/sec 以下はハットマークで表示 
出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4 日

刊行）より作成 

図 6.8.24（4）流況図（将来、下げ潮時） 

10.0cm/s より大きい 

5.0cm/s より大きい
3.0cm/s より大きい

10.0cm/s より大きい 
5.0cm/s より大きい

3.0cm/s より大きい
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※計算ベクトルは 3 メッシュ間引いて表示、流速 3.0cm/sec 以下はハットマークで表示 
出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4 日

刊行）より作成 

図 6.8.24（5）流況図（将来、干潮時） 

10.0cm/s より大きい 

5.0cm/s より大きい

3.0cm/s より大きい

10.0cm/s より大きい 

5.0cm/s より大きい

3.0cm/s より大きい
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※計算ベクトルは 3 メッシュ間引いて表示、流速 3.0cm/sec 以下はハットマークで表示 
出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4 日

刊行）より作成 

図 6.8.24（6）流況図（将来、干潮時） 

10.0cm/s より大きい 

5.0cm/s より大きい
3.0cm/s より大きい

10.0cm/s より大きい 

5.0cm/s より大きい

3.0cm/s より大きい
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※計算ベクトルは 3 メッシュ間引いて表示、流速 3.0cm/sec 以下はハットマークで表示 
出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4 日

刊行）より作成 

図 6.8.24（7）流況図（将来、上げ潮時） 

10.0cm/s より大きい 

5.0cm/s より大きい

3.0cm/s より大きい

10.0cm/s より大きい 

5.0cm/s より大きい
3.0cm/s より大きい
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※計算ベクトルは 3 メッシュ間引いて表示、流速 3.0cm/sec 以下はハットマークで表示 
出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4 日

刊行）より作成 

図 6.8.24（8）流況図（将来、上げ潮時） 

10.0cm/s より大きい 

5.0cm/s より大きい
3.0cm/s より大きい

10.0cm/s より大きい 

5.0cm/s より大きい

3.0cm/s より大きい
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※計算ベクトルは 3 メッシュ間引いて表示、流速 3.0cm/sec 以下はハットマークで表示 
出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4 日

刊行）より作成 

図 6.8.24（9）流況図（将来、平均流） 

10.0cm/s より大きい 

5.0cm/s より大きい

3.0cm/s より大きい

10.0cm/s より大きい 

5.0cm/s より大きい

3.0cm/s より大きい
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※計算ベクトルは 3 メッシュ間引いて表示、流速 3.0cm/sec 以下はハットマークで表示 
出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4 日

刊行）より作成 

図 6.8.24（10）流況図（将来、平均流）  

10.0cm/s より大きい 

5.0cm/s より大きい
3.0cm/s より大きい

10.0cm/s より大きい 

5.0cm/s より大きい

3.0cm/s より大きい
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d) 流速変化（差分） 

将来の埋立による流速変化を把握するため、将来流速から現況流速を差し引いた差流速図（満

潮時、下げ潮時、干潮時、上げ潮時、平均流）を図 6.8.25（1）～（10）に示した。 

差流速図に示すとおり、埋立地が存在することによって周辺海域では流速が変化するものの、

その範囲は埋立地周辺にとどまっている。 

満潮時の流速は埋立地北側前面で 2～8㎝/s 程度減少、埋立地東側の住吉川と木津川合流部で

2～4cm/s 程度増減、埋立地から 600m 程度北側で 2～4cm/s 程度増減する結果となった。 

下げ潮時の流速は埋立地北側前面で 2～10 ㎝/s 程度減少、埋立地東側の住吉川と木津川合流

部で最大 10cm/s 程度増加、埋立地から 600m 程度北側で 2～4cm/s 程度増加、敷津運河で 2～4㎝

/s 程度増加する結果となった。 

干潮時の流速は埋立地北側前面で 2～4㎝/s 程度減少、埋立地東側の住吉川と木津川合流部で

最大 10cm/s 程度増加、埋立地から 600m 程度北側で 2～4cm/s 程度増加する結果となった。 

上げ潮時の流速は埋立地北側前面で 2 ㎝/s 程度減少、埋立地東側の住吉川と木津川合流部で

最大 10cm/s 程度増加、埋立地から 600m 程度北側で 2cm/s 程度増減、敷津運河で 2 ㎝/s 程度増

加する結果となった。 

平均流速は埋立地北側前面で 2～4 ㎝/s 程度減少、埋立地東側の住吉川と木津川合流部で 2～

6cm/s 程度増加、埋立地から 600m 程度北側で 2cm/s 程度増加する結果となった。 
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※差流速値は将来流速から現況流速を差し引いて算出 

※＋は将来流速、－は現況流速が早い 
出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4 日

刊行）より作成 

図 6.8.25（1）差流速図（将来-現況、満潮時） 
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※差流速値は将来流速から現況流速を差し引いて算出 

※＋は将来流速、－は現況流速が早い 
出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4 日

刊行）より作成 

図 6.8.25（2）差流速図（将来-現況、満潮時） 
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※差流速値は将来流速から現況流速を差し引いて算出 

※＋は将来流速、－は現況流速が早い 
出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4 日

刊行）より作成 

図 6.8.25（3）差流速図（将来-現況、下げ潮時） 
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※差流速値は将来流速から現況流速を差し引いて算出 

※＋は将来流速、－は現況流速が早い 
出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4 日

刊行）より作成 

図 6.8.25（4）差流速図（将来-現況、下げ潮時） 
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※差流速値は将来流速から現況流速を差し引いて算出 

※＋は将来流速、－は現況流速が早い 
出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4 日

刊行）より作成 

図 6.8.25（5）差流速図（将来-現況、干潮時） 
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※差流速値は将来流速から現況流速を差し引いて算出 

※＋は将来流速、－は現況流速が早い 
出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4 日

刊行）より作成 

図 6.8.25（6）差流速図（将来-現況、干潮時） 
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※差流速値は将来流速から現況流速を差し引いて算出 

※＋は将来流速、－は現況流速が早い 
出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4 日

刊行）より作成 

図 6.8.25（7）差流速図（将来-現況、上げ潮時） 
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※差流速値は将来流速から現況流速を差し引いて算出 

※＋は将来流速、－は現況流速が早い 
出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4 日

刊行）より作成 

図 6.8.25（8）差流速図（将来-現況、上げ潮時） 
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※差流速値は将来流速から現況流速を差し引いて算出 

※＋は将来流速、－は現況流速が早い 
出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4 日

刊行）より作成 

図 6.8.25（9）差流速図（将来-現況、平均流） 
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※差流速値は将来流速から現況流速を差し引いて算出 

※＋は将来流速、－は現況流速が早い 
出典：海岸線は国土地理院 基盤地図情報及び海図（W1148：平成 31 年 4 月 4 日刊行、W123：平成 31 年 4 月 4 日

刊行）より作成 

図 6.8.25（10）差流速図（将来-現況、平均流）  
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e) 水位上昇 

周辺水域における水位の予測は、平水時の埋立地の「あり」、「なし」の水位差を予測した。

予測は現地調査地点において実施し、水位差比較表を表 6.8.11 に示す。 

埋立地近傍での水位上昇は木津川河口付近の No.a で最大 0.07 ㎝、住吉川河口付近の No.ｂで

最大 0.52 ㎝、No.ｄで最大 0.56 ㎝と予測される。 

 

表 6.8.11 水位上昇の予測結果 
単位（㎝） 

 埋立地なし 埋立地あり 
水位上昇 

（埋立地あり-埋立地なし） 

時間 No.a No.b No.d No.a No.b No.d No.a No.b No.d 

0 43.87  43.66  43.70  43.89  43.91  44.05  0.02  0.25  0.34  

1 30.06  29.85  29.92  30.07  30.21  30.38  0.01  0.36  0.46  

2 8.13  7.94  8.03  8.15  8.41  8.58  0.02  0.47  0.55  

3 -16.04  -16.19  -16.09  -16.01  -15.67  -15.53  0.04  0.52  0.56  

4 -35.97  -36.08  -35.97  -35.92  -35.64  -35.53  0.05  0.44  0.43  

5 -46.31  -46.39  -46.29  -46.25  -46.09  -46.02  0.06  0.30  0.27  

6 -44.31  -44.38  -44.28  -44.25  -44.18  -44.11  0.06  0.21  0.17  

7 -30.53  -30.60  -30.51  -30.47  -30.50  -30.41  0.06  0.10  0.10  

8 -8.64  -8.72  -8.66  -8.58  -8.70  -8.60  0.07  0.02  0.06  

9 15.51  15.42  15.43  15.56  15.44  15.53  0.05  0.03  0.10  

10 35.45  35.33  35.33  35.49  35.43  35.51  0.04  0.11  0.18  

11 45.84  45.66  45.68  45.87  45.86  45.95  0.03  0.20  0.27  

最大 0.07 0.52 0.56 

注）No.c 地点は将来埋立地となるため予測対象から除外している。 
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4) 評価 

a) 環境保全目標 

埋立地の存在による水象の環境保全目標は、「環境への影響を最小限にとどめるよう、環境保

全について配慮されていること」、「事業計画地の周辺水域において、流量等の状況に著しい変

化を起こさないよう配慮されていること」とし、本事業の実施が及ぼす影響について、予測結果

を環境保全目標に照らして評価した。 

 

b) 評価結果 

潮時別の予測結果によれば、将来は現況に比べて流速が最大で 10cm/s 程度変化するが、その

範囲は、事業計画地近傍の狭い範囲に限られている。 

平均流の予測結果によれば、将来は現況に比べて流速が 2cm/s 以上変化する範囲は、埋立地北

側前面及び 600m 程度北側、埋立地東側の住吉川と木津川合流部、敷津運河に限られている。 

また、水位上昇の予測結果によれば、住吉川河口付近で最大 0.56 ㎝と予測されるが、1㎝未満

となっている。 

周辺水域の流れの様相を大きく変化させることはなく、また、周辺水域において流量等の流況

に著しい影響を及ぼすことはないと考えられる。 

さらに、事業の実施にあたっては、以下の環境保全対策を実施することにより、埋立地の存在

による影響を最小限にとどめるようにする計画である。 

 

・ 水象に及ぼす影響を低減させるため、埋立地は、岸壁の整備及び貨物取扱用地・流通施設

用地の整備のために必要な最小限の面積となるよう、周辺水域の流れや流況に及ぼす影響

が軽微となるよう配慮する。 

 

以上のことから、本事業の実施が水象に及ぼす影響は、最小限にとどめるよう環境保全につい

て配慮されており、環境保全目標を満足するものと評価する。 

 

 

 

 


